
 

 

 

  

基準適合チェックシートの記入例（その 1） 基準適合確認資料で仕様書を利用する場合 

リース申込書の情報を

記入。 

低炭素投資促進機構ホー

ムページ内の対象製品検

索にて、対象となる機器

の機構指定番号を確認し

て記入。 

ESGリース促進事業の基

準を満たす該当要件の右

欄に○(まる)を記入す

る。 

記入例は基準のイに該当

する場合。 

基準を満たす該当要件が

記載された資料の種類を

選択。 

この記入例は仕様書の場

合。 

仕様書の記載箇所を掲載。

なお、申請書に添付する仕

様書の写しは以下の①～

③を含んでいること。 

①仕様書の表紙 

②型式等が記載された製

品情報 

③該当要件の記載ページ 



（        御中） ←宛先については記載されていることが望ましい。 

 

 

 

 

仕様書 

 

 

製品名：○○○装置 

 

型式：ABCD-1234 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○○○株式会社 

2022年○月○日 

  

仕様書を導入機器の基準適合確認資料とする場合の記載例 

必ず導入される機器の仕様書であること。 



（記載例）項目名や項目番号はあくまでも一例です。 

 

１．製品概要 

   ・・・ 

 

2.機械仕様 

（１）ワーク部仕様 

   ・・・ 

（２）可動部仕様 

   ・・・ 

（３）動力 

   ・・・ 

（４）機械重量 

   ・・・ 

（５）機械電源 

   ・・・ 

～略～ 

 

（１０）その他仕様 

   ・当装置は油圧ユニットを有しない。 

   ・〇〇効率  ○○％ 

 

 

～以下略～ 

 

 

 

 

 

  

導入機器が ESG リース促進事業の基準に該当する機

能・性能等を有していることを具体的に記入する。 

単に「ESG リース促進事業の基準を満たす」のみの記

載は不可。 



 

  

基準適合チェックシートの記入例（その 2） 基準適合確認資料で仕様書以外を利用する場合 

リース申込者の情報を

記入。 

低炭素投資促進機構ホー

ムページ内の対象製品検

索にて、対象となる機器

の機構指定番号を確認し

て記入。 

ESG リース促進事業の

基準を満たす該当要件の

右欄に○(まる)を記入す

る。 

記入例は基準のイに該当

する場合。 

基準を満たす該当要件が

記載された資料の種類を

選択。 

この記入例は仕様書以外

の場合。 

導入機器の基準の該当要

件が記載された資料を記

載する。※印の資料の要

件についても必ず確認す

ること。 



発行日 令和 4年 6月 10日 

  

導入機器が ESG リース促進事業の基準に該当する機能・性能等を有していることを見積書に記入する場合

の資料の例 

令和 4年 7月 30日 

導入機器が ESG リース促進事業の基準に適合する機能・性能

等を有していることを記入する。 

「ESG リース促進事業の基準を満たす」のみの記載は不可。 

〒〇〇〇-〇〇〇〇 

〇〇県〇〇〇市〇〇〇 

x-xx-xx- 

株式会社〇〇製作所 

担当： 

電話：00-0000-0000 

 
押印なしでも結構です。 



令和 4年 6月○日 

 

株式会社○○○ 

○○○○様 

 

□□□株式会社 

□□□      

 

導入機器の仕様に関する確認書の例 

 

先般、お問い合わせいただいた機器の仕様について確認致しましたので、下記に記しま

す。 

記 

 

１．製品名        高効率○○装置 

２．型式         ABC-123 

３．納入先（又は販売先） △△株式会社△△事業所 

４．ESGリース促進事業の基準に関わる主な仕様 

  （記入例） 

  ・油圧ユニットを有しない。（工作機械等の場合の記載例） 

  ・ハイブリッドオフロード車に該当するショベル・ローダであり、国土交通省が策

定した「低炭素建設機械の認定に関する規定」に基づき認定されたものである。 

  （低燃費型建設用機械の記載例） 

 

以上 

  

導入機器が ESG リース促進事業の基準に該当する機能・

性能等を有していることを具体的に記入する。 

単に「ESG リース促進事業の基準を満たす」のみの記載

は不可。 



  

基準適合チェックシートの記入例（その 3） 基準適合確認資料でカタログを利用する mos場

合 

リース申込者の情報を

記入。 

低炭素投資促進機構ホー

ムページ内の対象製品検

索にて、対象となる機器

の機構指定番号を確認し

て記入。 

ESG リース促進事業の

基準を満たす該当要件の

右欄に○(まる)を記入す

る。 

記入例は基準のイに該当

する場合。 

基準を満たす該当要件が

記載された資料の種類を

選択。 

この記入例は仕様書以外

でカタログの場合。 

導入機器の基準の該当要

件が記載された資料を記

載する。カタログであれ

ば記載箇所を明記する。 

カタログを確認資料とす

る場合は、カタログ記載

内容が、実際の導入機器

の仕様と相違ないことを

示した資料が必要とな

る。資料の添付を確認

後、当欄に○を記入す

る。 



発行日 令和 4年６月 30日 

 

導入機器が ESG リース促進事業の基準に該当する機能・性能等を有していることをカタログを用いて 

証明する場合に添付する資料の例 

令和 4年７月 30日 

基準を満たす上で必要な該当要件に関する機能・性能につい

て、カタログ掲載機器と実際の導入機器とで相違ないことを

記載する。 

「ESG リース促進事業の基準を満たす」のみの記載は不可。 

〒〇〇〇-〇〇〇〇 

〇〇県〇〇〇市〇〇〇 

x-xx-xxx 

株式会社〇〇製作所 

担当： 

電話：00-0000-0000 

 

押印なしでも結構です。 


